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１．はじめに 

 本校は、大正１３年に河北農蚕学校として設立

され、以降、数々の変遷を経て現在(令和５年度で

１００年目)に至っている。本県には県指定無形文

化財「牛首紬」という絹織物があり、その「牛首

紬」の材料として必要不可欠なのが、２頭以上の

蚕が１つの繭を作った“玉繭”である。 

 「牛首紬」に使用される“玉繭”に着目した私

たちは、約３０％もの玉繭を作るという「玉小石」

という品種に注目した。「玉小石」は、古くから皇

室で飼育されている日本固有の在来種（原種）「小

石丸」のＤＮＡを色濃く受け継ぐ極めて貴重な品

種である。一般的な蚕の品種から算出される玉繭

蚕率は約２～３％と言われているため、「玉小石」

の玉繭蚕率がいかに高いかがわかる。私たちは、

より多くの玉繭生産を目指した研究を行うことと

した。 

 

２．研究の目的と目標 

本研究は、より多くの玉繭生産を目指してかつ

ての先輩方が行った未発表の研究に、今年度行っ

た研究結果を加えて考察を行い、玉繭が発生しや

すい条件を特定することを目的としている。目的

達成のために、以下の２つの検証を行った。 

 （１）蔟の材質比較 

 （２）玉繭内の雌雄割合の検証 

 

３．取り組み 

（１）蔟の材質比較実験 

 令和元年の春蚕の飼育時に、玉繭蚕率を向上さ

せるため、蚕が繭を作る場所である蔟（図１）に

着目した。合成樹脂でできた「プラ蔟」（通称：プ

ラスチック蔟）と、稲わらでできた「わら蔟」（図

２）で、材質の違いによる比較試験を行った。５

令幼虫が上蔟を始めた６月７日の夕方から行い、

約５００頭の蚕の合計質量を測定、その値を基準

に２種類の山型蔟に均等に入れた。試験区の蔟は

縦・横・高さをほぼ均一に、蔟の溝の数も全て統

一（１３列）し、それぞれ６つの蔟を用いて行っ

た。その結果は、以下の通りである（表１）。 

 

 

表１ 蔟の種類による玉小石の単繭と玉繭の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 蔟全体図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図２ 左：プラ蔟、右：わら蔟 

 

（２）玉繭内の雌雄割合の検証 

 一般的に、玉繭の中の蚕はオスとメスのペアリ

ングが多いと言われているが、実際に検証した論

文等は見当たらなかった。そこで、飼育している

玉繭蚕率の高い品種「玉小石」と、玉繭蚕率が一

般的な品種「太平×長安」の２品種での比較を行

い、玉繭内の雌雄割合の検証を行うこととした。 

 オスとメスの判別は、（一財）大日本蚕糸会蚕糸

科学技術研究所が発行している「養蚕」を参照し



  

  

  

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

               

 
 
 

                     

た（図３）。 

 ①「玉小石」の玉繭内の雌雄割合 

 令和元年１０月１７日に「玉小石」の１３１個

の繭を切開し、雌雄の同定を確実に行えた繭は１

０７個であった。結果は以下の通りであった（図

４）。 

②「太平×長安」の玉繭内の雌雄割合 

 令和３年秋、令和４年春・秋、令和５年春に飼

育を行った「太平×長安」の玉繭を冷凍保存して

おいた。その玉繭を、令和５年９月２１日に６０

個の繭を切開し、雌雄の同定を確実に行えた繭は

４３個であった。結果は以下の通りであった（図

５)。 

 今回得られた結果について、（一財）大日本蚕糸

会蚕糸科学技術研究所の野澤氏に解析を依頼し、

データ解析を行っていただいた（表２、３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ オスとメスの違い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 「玉小石」の玉繭の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 「太平×長安」の玉繭の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．考察 

（１）蔟の材質比較実験 

自然の材質である「わら蔟」の方が蚕にとって

抵抗がなく、高い玉繭蚕率を得られると予想して

たが、その差に大きな差はなく、（一財）大日本蚕

糸会蚕糸科学技術研究所の常山氏からも「蔟の材

質による玉繭蚕率に差はほとんどみられない」と

回答をいただいた。よって、この試験から、蔟の

材質による違いは関係ないと考えられる。 

（２）玉繭内の雌雄割合の検証 

「玉小石」では、オス／オス、オス／メス、メ

ス／メスがほぼ１：２：１となった。「太平×長安」

では、オス／オス、オス／メス、メス／メスがほ

ぼ２：１：１であった。 

 この結果から、玉繭内の雌雄割合には品種によ

る違いが見られた。このため、玉繭による雌雄割

合の違いは、品種間差があると考えられる。一般

的に、雌雄で存在した方が生殖に成功する可能性

が高まるため、玉繭品種である「玉小石」におい

てはオス/メスのペアリングが最も高くなったと

考えている。しかし、「太平×長安」は供試数が少

なかったことから、さらなる検証が必要だと思わ

れる。 

 

５．今後の展望 

 今まで、玉繭品種においての雌雄割合を検証し

た例はなく、「玉小石」において、オス/メスの割

合が多いというのは貴重なデータとなる。今後は、

供試数を増やすことや、品種を変えて検証を行い

たいと考えている。「玉小石」の玉繭に関しては、

蔟内に入れる蚕の頭数によっては最大で約 60％

の玉繭蚕率を記録した例があるので、上蔟(蚕を蔟

に移動させる)時における密度も関係していると

考えられるので、密度による比較検証も行ってい

きたいと考えている。 

 

６．参考文献 

（一財）大日本蚕糸会蚕糸科学技術研究所発行「養

蚕」 

メス オス 

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

               

 
 
 

                   


